
那須野が原博物館　中期目標項目・評価シート
第3期（令和5年度～令和9年度） 令和5年度
中期目標の項目 中期目標の内容 期間内目標値 期間内実績値 当年度目標値 当年度実績値 備考
１．収集・保存・活用・公開

採集・購入他(全分
野)

1，600件 113件 320件 113件

1.地学 50件 1件 10件 1件 化石1件

2.植物 200件 8件 40件 8件

3.動物 880件 51件 176件 51件
鳥類6件、爬虫類1件、
昆虫類44件

4.菌類 25件 33件 5件 33件

5.歴史 13件 13件
松方正義関係資料、
観光関係資料ほか

6.考古 0件 0件

7.民俗 0件 0件

8.美術 5件 5件
髙久靄厓書簡、須藤
悟雲ほか

9.文学 2件 2件
泉漾太郎草稿、菊地
忠志随筆

寄贈(全分野) 2,885件 2,885件

1.地学 0件 0件

2.植物 0件 0件

3.動物 1,963件 1,963件 昆虫1,963件

4.菌類 0件 0件

5.歴史 702件 702件
学校関係、室井利彦
家文書ほか

6.考古 0件 0件

7.民俗 30件 30件
雛人形、鮎釣り用具、
ハマユミほか

8.美術 186件 186件
相馬寛哉日本画、八
木澤啓造竹工芸ほか

9.文学 4件 4件 泉漾太郎作品

96,536件 96,536件

R6.3.31現在
歴史27,454件、民俗
6,208件、考古4,284
件、文学180件、美術
4,184件、地学704件、
植物6,441件、動物
47,081件

購入 36件 36件

寄贈 556件 556件

18,191件 18,191件

1-2　資料情報の公開
デジタルアーカイブの公開を行
い、利用を促進します。

5,500件 2,465件 1,100件 2,465件
内訳：歴史502件、動
物1,963件
総公開件数：38,303件

那須野が原博物館 5回 1回 1回 1回

附属施設等 5回 1回 1回 1回 旧日新の館

歴史資料 5件 5件 裏打ち5件

考古資料 0件 0件

収蔵図書総件数

収蔵資料情報公開件数

資料に関する情報収集を積極的
に行います。

収蔵庫・展示室を良好な環境に
保ち、燻蒸により資料の安全な保
存を図ります。

評価指標

1-1　資料の収集

収集方針をもとに採集・寄贈・購
入等を通して積極的かつ継続的
に資料を収集し、デジタルアーカ
イブ化を進めます。

新規収集資
料件数

収蔵資料総件数

新規収集図
書件数

燻蒸回数

1-3　資料の適切な管理

資料の修復等を行い、資料の保
存状態を改善します。

資料の修復



美術資料 12件 12件
日本画1件、マット装等
11件

常設展示 1,027件 1,027件

企画展示 2，750件 1,050点 550件 1,050点
物語展42件、昆虫展
1,000件、特別展8件

トピックス展他 825件 414件 165件 414件

トピックス展259件、な
はくAS21件、日本遺産
23件、図書館63件、公
民館等40件、ギャラ
リー展8件

黒磯郷土館 － 414件 414件

63件 63件
地学11件、動物4件、
歴史2件、考古41件、
美術5件

106件 106件
画像資料105件、モ
ニュメント類3件

　　【特記事項】

【課題・改善点等】

【外部評価委員 所見】

２．調査研究

地域に関するテーマや収集・整
理・保存、教育普及等博物館活
動に関する調査研究を行いま
す。

5回 1回 1回 1回

20回 4回 4回 4回

10回 2回 2回 2回

貸出した資料の件数

貸出・提供した二次資料の件数

　新規収蔵資料は、全体的に目標値を下回った採集資料は、野外調査にかかる時間の確保が難しいことが課題である。寄贈資料は、動物（ガ類1,963件）・歴史
（学校関係資料118件、室井利彦家文書531件ほか）・民俗（雛人形1件、鮎釣り用具22件、ハマユミ4件ほか）・美術（相馬寛哉作品等173件、八木澤啓造竹工芸
3件ほか）・文学（泉漾太郎作品4件）の受入れを行った。資料の公開については、歴史（那須開墾社第二農場史料502件）・動物（ガ類1,963件）において実施し
た。資料の修復については、美術分野で日本画1件・マット装等11件、歴史分野で裏打ち5件を実施した。資料の活用については、全体的に目標値を上回った。
トピックス展他には、博物館における展示だけでなく、那須塩原市図書館や公民館等との連携展示での利用数も含んでいる。収蔵資料の貸出先は、栃木県立
博物館・さくら市ミュージアム・那珂川町なす風土記の丘資料館・益子陶芸美術館・南相馬市博物館・神栖市歴史民俗資料館・群馬県立自然史博物館である。

　資料の収集は、今後も採集・購入・寄贈等により継続的に収集していく必要があるが、収蔵庫のスペース不足に伴う資料の安全な保存環境や予算、資料の収
集及び整理にかかる業務時間の確保が重要な課題となっている。資料の修復は、優先順位をつけて計画的に進めていく必要がある。資料の公開については、
今後も積極的な情報の公開に努める。資料の活用については、引き続き企画展示やトピックス展、なはくアートスポット等において、収集した資料を積極的に利
用・公開していく。

資料の収集については、那須野が原及びその周辺に関わる資料を継続的に収集することが当博物館の使命であるが、当年度は全体的に目標値を下回ってい
る。特に採集資料については、人員不足により採集時間の確保が難しいなどの現実的な問題によるもので、人員不足は今後も危惧されることであり、今後は採
集教室の計画や採集ボランティア育成などの新しい取り組みが必要なのではないか。
資料購入は、限られた予算ではあるが引き続き購入に努められたい。
寄贈資料については、5分野で計2,885件もの寄贈があり大変ありがたいことである。その内、昆虫関係が1,963件で現在の収蔵庫の事情からは適切な収蔵管理
が心配される。
資料の活用では、市図書館との連携展示が昨年度に続いて大変好評であり、今後も継続的に続けていただきたい。
収蔵資料はさらなる積極的なデジタルアーカイブ化を進め、時代に即した資料の公開を行い市民や研究者等による利用を促進していただきたい。
資料修復については、少ない予算の中で適切に実施されており、今後も引き続き優先順位決めて計画的に修復等を行い、資料の保存状態を改善されたい。
資料の活用については、全体的に目標値を上回っており、収蔵資料の貸し出しについてもこれまで通り積極的に行っていただきたい。
これまでに収集された収蔵資料は総計98,536件であり、博物館として適切、且つ安全に保存されるべく収蔵庫の増設が急務であり、収蔵庫の慢性的なスペース
不足や人員不足による資料整理業務の停滞など現実的な課題について、早急に適切な人員数を配置して取り組んでいただきたい。

那須野が原博物館紀要発行回数

1-3　資料の適切な管理

資料の修復等を行い、資料の保
存状態を改善します。

資料の修復

1-4　資料の活用

常設展示・企画展示等による資
料の利用・公開を促進します。

展示利用件
数

他の博物館等における資料の貸
出・利用を支援します。

2-1　調査研究活動の推進

論文、口頭発表、講演会等によ
り、研究成果を広く市民に還元し
ます。

学術論文等の執筆数

研究成果の口頭発表回数



25回 13回 5回 13回

　　【特記事項】

【課題・改善点等】

【外部評価委員 所見】

３．展示

3-1　常設展示の充実
調査研究によって得られた新た
な情報を適宜盛り込み、内容や
展示資料の見直しを図ります。

20周年常設展示リ
ニューアル業務を実施
(詳細は特記事項参
照)。

20回 3回 4回 3回
リニューアル準備のた
め、2月10日より展示
室閉鎖。

75,000人 15,218人 15,000人 15,218人

90% 94% 90% 94%
物語展94%、昆虫展
97%、特別展91%

1件 1件 那須塩原風景画譚

70% 74% 70% 74%
物語展50%、昆虫展
97%、特別展76%

90% 91% 90% 91%
物語展-%、昆虫展
94%、特別展88%

3-4　トピックス展等の開催
資料を積極的に活用するほか、
調査研究によって得られた情報
を公開します。

120回 28回 24回 28回
トピックス展12回、アー
トスポット10回、ギャラ
リー展6回

3-5　意向調査
市民の意見を積極的に収集し、
ニーズの把握に努めます。

20回 4回 4回 4回
企画展ごとに通年で実
施

3-6　附属施設の展示
黒磯郷土館おいては、常設展示
の見直しを適宜行います。

展示資料の配置の変
更

　　【特記事項】

【課題・改善点等】

3-2　企画展示の開催
地域または各テーマに対する市
民の理解を深める目的で開催
し、資料を有効に活用します。

企画展示の開催回数

企画展示の観覧者数（学校を除
く）

観覧者の満足度（平均）

図録の発行件数

関連事業の参加率

　那須野が原博物館紀要第20号を発行した。紀要の掲載内容は自然分野が2件（植物1件・昆虫1件）、人文分野が2件（歴史）である。職員が執筆した論文等
は、紀要で1件（歴史）、研究会誌への寄稿で3件（昆虫1件、歴史2件）であった。発表は、研究団体で2件（昆虫1件・歴史1件）で行った。講演会は、団体で5件
（昆虫1件、地学1件、歴史2件、美術1件）、公民館等で8件（歴史）実施した。また、学術情報検索サイト「J-STAGE」において、那須野が原博物館紀要第19号の
掲載論文を全て公開した。

　業務における調査研究活動の時間の確保と計画的な遂行が必要である。調査研究成果の公表のために、今後も紀要の発行及び発行後1年が経過した紀要
掲載論文の公開を毎年実施する。那須塩原市で実施している動植物実態調査や地域研究者等と協働・連携を図り、地域の解明に努めたい。紀要の投稿者の
確保が課題となっているため、外部への積極的な声掛けを行う。また、他の博物館をはじめ社会教育施設と連携し、研究成果公表の機会拡大を図る。デジタル
化が進む近年のニーズも踏まえ、研究成果の還元方法は、従来の発表会や講演会に限らず、ICTを用いた発表の場も積極的に活用していきたい。

コロナ感染症も落ち着いてきた昨今、ようやく調査研究にも明るい兆しが見られるようになってきた。今後、那須野が原においても数多くの新たな発見があること
を期待したい。
その中で、これまで途切れくことなく続いている紀要の発行は、調査研究結果の大切な発表の場となっていることから、今後も継続的な発行が行われることを願
う。

3-3　企画展示の理解促進

図録の発行、記念講演会や展示
解説、ワークショップの関連事業
を開催し、展示趣旨を分かりやす
く伝えます。

参加者の満足度（平均）

トピックス展・なはくアートスポット・
ギャラリー展の開催回数

意向調査(アンケート)の実施回数

黒磯郷土館常設展示の見直し

20周年常設展示リニューアル業務として、解説パネル、展示資料及び標本の見直し、入れ替えを行った。また、文化財3Dマップをはじめとしたデジタルコンテン
ツの導入、体験コーナーの充実を図った。一般公開は6年4月15日予定。3回の企画展示（特別展：「那須塩原風景画譚」、企画展「ひょうほんとものがたり」、企
画展：「ムシコレ」を開催。令和5年度観覧者総数：18,487人（うち学校見学2,459人）・利用者数11,744人。学校を除いた企画展示観覧者数は15,218人で目標値を
上回った。特別展「那須塩原風景画譚」は、那須と塩原それぞれの特徴を風景画からとらえ、初公開作品を含め、油彩画・日本画・版画など41点の作品（資料2
点を含む）を前期・後期に分けて展示した。観覧者数3,865人(目標値4,500人)。企画展「ひょうほんとものがたり」は、創作物や文学作品（主に書籍）と、作中に登
場する生物の標本を合わせて展示することにより、作中の姿と実際の姿を比較した。観覧者数は2,631人(目標値2,500人)。企画展「ムシコレ」は、際立った特徴
をもつ世界の昆虫を「かがやく」「かくれる」などのキーワードをもとに紹介した。78箱の標本箱と7点の大型モニュメントに加え、エントランスに水槽で生体を展示
した。観覧者数は8,484人(目標値6,000人)。特別展の観覧が少なかった要因としては、作家と地域の関係性を充分に深めることができなかった点や、地学分野
の視点で風景画を鑑賞する面白さが伝わりづらかった点などがあげられる。一方、企画展(2回)はいずれも目標値を上回り、今年度は常設展示リニューアルの
ため例年より１回少なかったにも関わらず、目標人数を達成した。その他、エントランスギャラリーでは、「なはくの収蔵庫(2回)」や「なはくアートプロジェクト作品
展(3回)」などを開催した。

美術分野における当館の認知度を向上するために、美術系サークルや個人に向けた発信手段を構築する必要がある。

2-1　調査研究活動の推進

論文、口頭発表、講演会等によ
り、研究成果を広く市民に還元し
ます。

講演会の回数



【外部評価委員 所見】

４．教室講座等

70% 68% 70% 68%
セミナー49%、発表会
87％

90% 91% 90% 91%
セミナー93%、発表会
88％

90% 93% 90% 93%

化石100%、昆虫100%、
土器97%、科学57%、カ
エル100%、きのこ
100%、チャレンジ
86％、なはくAP100％

90% 98% 90% 98%

化石100%、昆虫100%、
土器93%、科学100%、
カエル92%、きのこ
100%、チャレンジ
97％、なはくAP100％

5,000人 1,200人 1,000人 1,200人

90% 93% 90% 93%

4-4　生涯学習活動の支援

市民からの質問や相談等に応え
るレファレンス業務を積極的に実
施し、一人ひとりの学習を支援し
ます。

58件 58件

　　【特記事項】

【課題・改善点等】

4-1　講座の実施

研究成果を市民に還元するととも
に、入門的なものから専門性の
高いものまで多様な講座を開催
します。

参加率

参加者の満足度（平均）

参加率

参加者の満足度（平均）

①常設展がリニューアルされ、デジタルコンテンツが充実した点もさることながら、市民の郷土理解の推進及び市外在住者への魅力発信の両方の役割を担う博
物館として、より魅力的な構成になったように思われる。
企画展についても、興味関心を持って足を運んでもらうことを念頭に置き、展示方法やタイトルを工夫していることがうかがえる。限られた予算やスペースの中で
の奮闘ぶりに敬意を表す一方で、今後も郷土愛を育む場としての役割を果たせるような展示に期待する。また、こうした魅力的な展示をより多くの人々に知って
もらえるよう、情報伝達の方法も充実させていってほしい。
②少ない人員で、常設展示リニューアルに続いて興味ある視点から取り上げた企画展を3回にわたり開催し、目標観客数と満足度を達成されたことに敬意を表
し、高く評価します。子供は興味対象物を触れて確かめる傾向があるので、展示の中にそのような工夫を取り入れたらいいかもしれません。インターネットで、毎
週木～金に市内の週末催し物を市民に知らせる「エールなすしおばら通信」がありますが、これへの投稿も観客数を増やすための一助になるかと思います。

来館者数（延べ）

参加者の満足度（平均）

相談対応件数

4-2　教室の実施
学校教育では経験できない博物
館ならではの体験を重視し、興味
関心を高める教室を開催します。

4-3　博物館フェスタの実施
市民と協働して博物館フェスタ等
を開催し、博物館の魅力を広く発
信します。

セミナーや科学教室は、各年度でテーマが異なるため、参加率にばらつきがあるのはやむを得ない。親子体験チャレンジは、開始直前に欠席となるケースが多
く、参加率に影響が生じる。

講座は一般を対象に那須文化セミナー(5回)、地域研究発表会(1回)を開催。子ども・親子を対象に化石発掘隊(1回)・親子昆虫教室(2回)・土器づくり教室(3回)・
科学教室(3回)、カエル観察会(1回)、きのこ観察会(1回)の6コースを実施。その他に親子体験チャレンジ(12回)・なはくアートプロジェクト(3回)を開催した。
セミナーは民俗をテーマに開催した。講座の参加率は4年度と比べて44人増加し、動画配信の視聴者数も45人増加した。地域研究発表会は自然分野1件、人文
分野1件で、参加率は2年続けて目標値を上回った。親子体験チャレンジの参加率は4年度とほぼ同等であった。博物館フェスタでは、4年度に引き続きよくばり
親子体験チャレンジを事前申込制で実施した。来館者はコロナ前の元年度を超える1,200人に達したが、午前に集中し午後は少なかった。化石発掘隊・親子昆
虫教室・カエル観察会・きのこ観察会・なはくアートプロジェクトは、参加率・満足度ともに高い水準を保っている。



【外部評価委員 所見】

５．地域との連携及び市民との協働

14件 14件

ｴﾝﾄﾗﾝｽ利用5件（若
月・倉本・水の会・田
空・自然調査会）、石ぐ
ら会1件、那須文化研
究会2件、那須資料
ネット1件、宇都宮大学
1件、日本オオタカネッ
トワーク1件、水の会1
件、塩原ビバ2件

40，000人 11,744人 8,000人 11,744人

市民や地域の組織、他の博物館
等の関係機関との連携・協働に
より、資料の収集・整理、調査研
究及び教育普及活動を行いま
す。

10件 10件

図書館2件、県立博物
館2件、三島公民館1
件、大山公民館1件、
西公民館2件、ギャラ
リーコンサート1件、環
境展1件、

博物館の資料をもとに、文化財
保護や環境保全等に関する活動
を学術的な側面から支援します。

7件 7件

県RDB3件、市動植物
調査1件、市文化財審
議会1件、市副読本編
集委員会1件、大田原
市那須与一伝承館運
営懇談会委員1件

63校 63校

7校 7校

16件 16件
DVD10件、民具2件、
開拓4件

8件 8件

槻沢小1件、西小1件、
埼玉小1件、東小2件、
大山小1件、石上小1
件、高林中1件

5-3　学校教育との連携

自主団体との協働により、学校見
学で来館する児童生徒に対して、
展示案内・体験学習等を行い、地
域の特性や先人たちの想いを伝
えます。

学校と連携して、博物館の資料を
授業で活用できるよう努めます。
また、要望に応じて職員や専門
家を派遣します。

5-1　市民との協働
自主団体を支援し、市民による教
育普及活動を促進します。

5-2　地域との連携及び学
術的な支援

出張授業件数

 昨年度の教室講座の開催数は41回であった。職員スタッフの少ない中で、講座の準備と実施をされ、参加者のほとんどが90～100％という高い満足度を得てい
たことに対し、敬意を表します。
しかも、その内容も子供向け、親子向け、一般の大人向けと多彩であったと思います。特に、子供向けの内容は、化石、昆虫、カエル、キノコ、アート、土器、宇
宙等と生き物の観察、作品の制作、地質や天体と本当に幅広い分野にわたっていました。
子供たちにとっては、いろいろな興味深い講座だったと推察されます。また、一般の大人向けでは、那須地域の自然、歴史や民俗等の内容が企画、実施されま
した。この大人向けの内容と回数は、毎回苦労されていると思いますが、内容の検討をさらにすすめ、より一層の講座の充実を期待します。
新型コロナウイルス感染症も、だいぶ落ち着いてきたので、親子体験チャレンジや博物館フェスタの持ち方は、以前に戻りつつあります。親子体験チャレンジで
の未就学児の取り扱いは、参加者の要望をできるだけ受け入れながらも、担当者の指導と他の参加者の作業に支障がないよう配慮することが大切だと思いま
す。
フェスタについては、確かに入場者の流れは、ほぼお昼前後がピークで、午後は少なくなっていました。その点で、よくばり親子チャレンジのメニューは、午前午
後通しての実施にすることが適切かもしれません。
いずれにしても、ボランティアスタッフの高齢化の進展は止まりません。いろいろな媒体を通して、または博物館内の掲示板にも、常時スタッフ募集の掲示をして
みてはいかがでしょうか。

市民に活動成果を発表する場を
提供します。

施設の利用者人数（学校を含む）

連携事業件数

支援件数

学校来館数(那須野が原博物館)

学校来館数(黒磯郷土館)

資料貸出件数



5-4　実習等の受け入れ
博物館実習や市内中学校の職場
体験等を受け入れます。

15人 15人
博物館実習5人、マイ
チャレンジ10人

5-5　文化観光等との連携

日本遺産等の文化観光の取り組
みに協力するとともに、文化財保
存活用地域計画との連携を図り
ます。

1件 1件
日本遺産コーナー展
示４回

　　【特記事項】

【課題・改善点等】

博物館実習・職場体験件数

文化観光等への協力

≪学校見学への対応≫
 那須野が原博物館では、石ぐら会及びいろりの会と協働で、小学３年生・４年生の見学を受け入れた。併せて、開こん記念の日の事業等として、資料の貸出し
や出張授業を実施した。学校見学の利用は博物館が63校2,459人(令和元年度は80校）でコロナ禍前の78%、黒磯郷土館が7校436人(令和元年度は9校)でコロ
ナ禍前の77%となった。学校数は、コロナ前の数に戻りつつあり回復傾向がみられたが、秋から冬にかけてのインフルエンザの流行で見学を急遽取りやめた学
校もあり、学校数が伸び悩んだ。一方、出張授業件数は、7件でほぼ横ばいの状態である。
 ≪市民、自主団体による教育普及活動への支援内容≫
 新型コロナウイルス感染症対策の制限なく１年をとおして、博物館及び黒磯郷土館の利用がなされた。実施した各団体の教育普及活動は、石ぐら会入門講座1
件、那須文化研究会の講演会等2件、那須資料ネット1件、土器づくり教室1件、民話語り1件。

今後、学校見学は、小学３年生・４年生の受け入れを継続させていくこととなる。受け入れについては質的な向上を図るとともに、内容を充実させていきたい。出
張授業や資料の貸出も積極的に行い利用者増を図っていきたい。

5-1　市民との協働
①新型コロナウィルス感染症の５類引き下げに伴い、今後、市民との協働の場も復活していくことと思われます。博物館の展示室もリニューアルされ、新たな情
報提供の場が設けられました。すぐにコロナ禍以前に戻ることは難しいと思われますが、根気強く情報提供や活動の成果を伝えていく活動を続けていくことが必
要かと思われます。
②「市民に活動成果を発表する場」として、エントランス5件を含め14件の実績があった。内容も充実しており、博物館の顔としての役割を十分はたしていると思
う。昨年度のエントランスの利用は3件で2件アップであるが、その他多くの会や団体の利用率が高まっているのは、博物館からの市民団体への働きかけや、水
槽の生体の展示をするなどのアイディアが功を奏したものだと評価したい。今後も更なる努力発展を願う。
5-2　地域との連携及び学術的な支援
①文化、学術、動植物、自然環境等でのニーズに合わせ、様々なサポートが進められておりすばらしいと思います。新型コロナウイルス感染症５類引き下げに
伴い、コロナ禍以前の活動ができるようになってきました。リニューアルオープンした展示室の紹介やSDGsなどの新たな課題に対する活動などについても積極
的に宣伝したり、サポートしたりしていただければと思います。
②「連携事業件数」は昨年度よりやや減っているが、まずまずの連携は図られていると思う。各機関との連携は相乗効果による成果が期待できるので、今後の
連携数向上を期待したい。「地域との連携及び学術的な支援」となると、博物館を会場にして、講演会や会議等をしてもらうことだけではないように思うが、さらに
充実した「学術的な支援」を目指すには、どのようなことがあるのかを考えてみたい。
5-3　学校教育との関連
①新型コロナウイルス感染症５類引き下げに伴い、学校の教育活動もコロナ禍以前の活動ができるようになりました。まだ、基本的な感染症対策は必要です
が、本博物館でなくては得られない実感を伴った貴重な体験やお話、豊富な資料があるという強みを生かし、様々なイベントや企画を考え、本物を見たり聞いた
りできる感動をぜひ子供たちに味わいさせていただきたいと思います。学校でも「ギガスクール構想」が推進され、一人一台のタブレットが支給され、積極的な活
用が図られています。タブレットの操作能力＝学力と捉え、いつでもどこでも調べ学習や学習のまとめに活用できる能力の育成に努めています。直接の体験や
見学活動とこのICT化がうまく関連すれば児童の学びはさらに深まるのではないかと感じています。ぜひ今後とも学校とこのICT化がうまく関連すれば児童の学
びはさらに深まるのではないかと感じています。ぜひ今後とも学校と協力・連携しながら、さらに柔軟な対応を模索していただければよいのではないかと感じてい
ます。さらに地域との連携及び学術的な支援にも記載したようにリニューアルオープンした展示室でのICT機器を使った学習やSDGsなどの新たな取組について
も積極的に情報を提供・発信していただければと思います。
5-4　実習等の受け入れ
①新型コロナウィルス感染症の５類引き下げに伴い、中学生のマイチャレンジなども行えるようになってくると思います。生涯学習やキャリア教育の視点からも、
那須野が原の文化、芸術、自然環境の素晴らしさを子供たちに伝えるとともに、博物館の人々の仕事内容ややりがい、夢などについても子供たちにわかっても
らえるような啓発資料があるとよいのではないかと思います。中学生だけでなく小学生も高学年になると自分の将来の夢ややりたい仕事について自分なりの考
えをもつようになってきます。自分が住む地域の素晴らしさに気付き、さらに地域にはこんな素敵な仕事をしている方々がいると気づかせることも本博物館の重
要な役割なのではないかと思います。
②期間内も当年度も目標値がないので、達成率は分からないが、昨年度の博物館実習が5人で、今年度も同じである。博物館実習は将来の博物館の力になっ
てゆくと思うので更なる働きかけを望みたい。マイチャレンジは4人から10人にアップしている。コロナの影響がなくなってきたこともあろうが、博物館の日頃の努
力が子供たちの博物館への関心を高めさせているのだと思う。
5-5文化観光等との連携
②新しい評価項目であるが、「文化観光」という概念が明確でないまま、評価するのは難しい。博物館は文化観光の拠点施設といえるだろうが、「文化観光」の
範囲は広く大きなものであろう。それとの連携はどこまでのことなのであろうか。
本地域には日本遺産（那須野が原開拓浪漫譚）があり、それに関わる構成文化財もたくさんある。まずは、それらとの連携を考えてみればと思う。この日本遺産
を活用し地域を活性化していくことで観光の振興を図っていければよいと思う。現段階で、日本遺産コーナー展示を4回やったのは前向きな努力の表れであると
思う。
さらに、今後は、どこまでやればいいのか分からないが、関連の市町や観光地等に働きかけることや講演会、見学会等を企画するなどの積極的な方策も考えら
れるかもしれない。とりあえず、那須野が原博物館と「文化施設」との連携について、何を何処までするのか、どのような内容がかんがえられるか等を明確にでき
ればと思う。

【外部評価委員 所見】



６．施設の管理運営

6-1　施設の維持管理

施設及び設備の保安業務、清掃
業務及び維持管理業務等を行う
とともに、計画的に危機の修繕や
更新を行い、快適な環境の保全
に努めます。

館内及び館外清掃業
務、施設・機器等保守
管理業務については
通年で実施。
修繕業務は、空調用
加湿器修繕、非常用
照明修繕、冷温水発
生機（1号機）基盤等修
繕、オイルタンク油量
回計用マンホール蓋
修繕、空調機関係電
子指示調節計修繕、
黒磯郷土館漏水修繕
工事等

10回 2回 2回 2回

5回 0回 1回 0回

6-3　施設の整備
高齢者、障害者、外国人等へ配
慮した施設の整備に努めます。

0件 0件 実施なし

6-4　収蔵資料の適切な保
存

収蔵資料の適切な保存のため
に、収蔵庫の拡充を検討します。

実施なし

7,500人 1,383人 1,500人 1,383人

90% 94% 90% 94%

6-6　組織運営
組織の適正な人員配置等、効率
的な運営に努めます。

実施なし

6-7　意識改革と資質の向
上

研修会等に積極的に参加し、職
員の能力開発、資質向上に努め
ます。

全国科学博物館協議
会研修1件

200回 13回 40回 13回

605,000回 121,000回
Google analytics仕様
変更のため計測不可

600回 55回 120回 55回
X（旧Twitter）25回、み
るメール30回

6-9　博物館評価

那須野が原博物館の使命、方針
及び中期目標に基づいて評価を
行い、博物館活動の改善に努め
ます。

評価の実施有

　　【特記事項】

【課題・改善点等】

6-2　危機管理体制の強化

利用者の安全を確保するため、
防災訓練や救急救命講習等を実
施し、危機管理体制の強化を図
ります。

救急救命講習の実施回数

保安、清掃及び維持管理業務の
実施、計画的な機器の修繕・更新

防災訓練の実施回数

収蔵施設等の増設

6-5　附属施設の管理運営
黒磯郷土館の適切な管理運営に
努めます。

黒磯郷土館来館者数

SNSの情報発信回数

新型コロナウイルス感染症対策の制限はなく、すべての事業を実施することができた。
博物館においては、適切な施設管理を図るために、非常灯の修繕、冷温水発生機の修繕、電子指示調節計修繕、空調用加湿器の修繕、オイルタンクの水漏れ
修繕を実施、黒磯郷土館においては水道の漏水修繕を実施した。館内施設の利用率向上の一環として体験学習室に設置した簡易的なキッズスペース「なはく
ルーム」は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため閉鎖としたが、今年度再開の運びとなった。旧日新の館は、博物館資料の一時的な仮収蔵施設として
継続して利用、燻蒸を実施しつつ適切な管理に努めている。収蔵施設の増設については、実現にはいたっていない。
人員では、１名の減のままであるため、再任用職員にも対象を広げ引き続き職員の補充を要求していきたい。
メディアの掲載件数は、常設展リニューアル工事にともない展示室を閉鎖し、企画展が例年より少なくなったことで、昨年度の30回より少なくなった。
ホームページ閲覧回数は、アドレス変更に伴う不具合で計測ができなかった。みるメールやツイッターで企画展や教育普及事業を紹介し、3月末までに計55回配
信し、SNSを使っての情報発信に努めた。

救命講習については、未実施となってしまったので、機会をとらえて講習会へ参加を進めたい。施設設備については、冷温水発生機において経年劣化による大
規模修繕が必要となり、今後様々な設備で大規模修繕が出てくるので、計画的に実施していく必要がある。
情報発信については、Twitterでこまめに情報発信をし、みるメールにおいて登録者にダイレクトに情報を配信するなど、積極的に広報活動を実施した。効果的
な情報発信の方法を検討しつつ継続していきたい。

黒磯郷土館来館者の満足度（平
均）

6-8　広報体制

各種メディア等への情報提供を
積極的に行います。また、ホーム
ページを充実し、認知度の向上を
図ります。

マスコミ・メディア等の掲載回数

ホームページの閲覧回数



【外部評価委員 所見】

【外部評価委員　総合所見・指摘事項】

【博物館の対応】

 外部評価委員
 令和６年度那須塩原市那須野が原博物館協議会委員
谷田　恵一 高根沢広之 木村　康夫 月井　誠一 千葉　昭彦
金井　忠夫 後藤　英雄 大塚　好一 松村　  雄 君島　章男

収蔵施設の増設について、実現に至ってっていないことは、まことに残念であり問題である。
　自然・歴史・文化の資料を後世へ伝えて行くことは、現在生きる私たちの使命であり、後世に対する責務と考える。継続的な収集とともに、現在収蔵されている
資料の適切な保存管理が必要であるが、仮収蔵場所としての日新の館の保存環境はカビの発生など、決して良いという状況ではなく、本来の保存管理を行う
場所でないことを物語っている。早急なる収蔵庫の増設を望むものである。
　また、那須野が原博物館は20年を経過し、諸施設・所機器の経年劣化が進行し、特に空調の経年劣化により運転停止ともなれば、博物館全体の問題にもか
かわるものである。計画的に執行部への説明、働き掛け等を繰り返していただきたい。
　救命救急講習会は本年も実施されなかったようであるが、博物館へのお客様と共に博物館関係者の命にも関わることであり、是非計画的に実施を望むもので
ある。
　広報体制としては、マスコミやメディア・X・みるメール等への情報提供をこまめに発信し、展示だけでなく講座・教室・イベント等についても発信し、露出度を増し
博物館の活動をアピールしていただきたい。博物館事業の満足度は全体的に高いものであり、その入口となる広報媒体により多くの人たちが来館するツールと
して有効的に活用していただきたい。

20周年常設展示リニューアルの業務多忙の中、令和5年度の運営や諸事業が一定の成果を得たことは評価したい。今後は、リニューアルの目玉となる文化財３Dマップを中心にしたデジタ
ルコンテンツや体験コーナーの活用が市民に浸透するよう期待したい、
昨今の地球環境の急変による自然災害の巨大化や歯止めが利かない少子高齢化による生活環境の激変は、地域の文化遺産の消滅の危機を増大させている。そのような中にあって、博
物館の基本使命である地域資料の収集・保存が、予算縮小や収蔵施設の狭隘化で低下・後退してはならない。博物地域文化啓発に資する博物館として収蔵庫の増設を実現すべく、計画
的かつ積極的な地域資料の収集・保存・活用・公開に努められたい。
調査研究においては、諸機関や市民活動との連携強化に努めて、市民と共に歩む博物館の具現化をさらに図っていただきたい。
展示分野では、市民が興味を持って足を運ぶような内容になりつつあるが、多様化している広報媒体の特性や機能を精査して、市民のさらなる認知度や理解度深化を図られたい。
教室講座では、職員スタッフとボランティアとの連携で成果があったが、学芸員不足やボランティアスタッフの高齢化が、今後も成果を得られるかが不安である。市民に開かれた博物館機能
を損なわないよう対策を講じられたい。
地域連携および市民協働においても、日本遺産認定による構成文化財の認知度向上や文化観光活用のために諸機関との連携や市民活動の支援・啓発が今後の大きな課題になろう。展
示・講座・見学会などを展開しつつも、博物館の運営や事業との整合性を図られたい。
施設の管理運営については、新型コロナ感染症も落ち着いてきてはいるが、天候不順による体調不良や自然災害の危険度が増大している状況下、来館者の健康管理や体験学習の安全・
保安に対する職員の危機管理意識の向上を図ると同時に、資料保存・管理においても施設機能の保全や安全管理に努められたい。

令和5年度からは、第三期が始まり博物館評価も定着してきている。教室講座や企画展は、ほぼ計画どおり実施することができ、開館20周年常設展リニューアル事業についても無事完了す
ることができ、内容等についても好評を得ることができた。資料の収集や調査研究も限られて予算を有効に活用し、継続して実施することができた。調査・研究においては、紀要の発行を継
続的に行うことで、資料の記録化を継続していくとともに成果を市民に還元することが重要と考えている。調査については、各分野ごとに個々に進めているのが現状である。SNSを活用した
情報発信を推進し多くの市民等に様々な博物館の情報を提供することができた。また、那須文化セミナーの映像配信も好評を得ていることから、継続して実施してゆきたい。
　博物館関連団体においては、新会員の確保や会員の高齢化が問題となっており、実施可能な方法を団体と協議しつつ事業を実施していく時期にきている。学校見学の対応については、
できるだけ多くの学校を受け入れるようにしてきたが、学校の統廃合による校数減少やバスの確保等の問題などが影響していると思われるが、来館する学校数が今一つ伸びない。小学3年
生については、家電を中心としたメニューや体験を導入し、校には概ね好評を得ている。資料の貸出しや出張授業についても、一定程度の需要はあったので、さらに充実を図っていきたい。
　現在、新収蔵庫の建設が難しくなってきている現状をふまえ、随時収蔵庫のスペース確保を実施しつつ資料の収蔵を進めているが、根本的な解決には至らない。それ以前に、現在使用し
ている空調制御システムや冷温水発生機が耐用年数を過ぎており故障すると現在収蔵している資料に悪影響を及ぼすことから、空調制御システムの改修、次に冷温水発生機の新設を急
ぎ、それら完了してから新収蔵庫の見通しをつける必要性がある。優先順位を付け計画的に施設・設備の整備をすすめていく必要がある。また、博物館の人員体制についても十分なもので
はないことから、人員の充実についても継続して要望をしていく。


